南京大学　中国語スピーチコンテストに関するアンケート        2016.12.4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

集計結果　　回答者数：21（コンテスト参加者は25名）
コンテスト経験について

１）中国語のレベルアップができたと感じましたか。

Ａ．はい（21）　　Ｂ．いいえ（　）

Ａを選択した場合特に、どの点がレベルアップしたと感じましたか。以下の空欄にご記入ください。

	・基本的な単語や言い回しを何度も聞いたり発音したりしたので身についた。中上級者コースのスピーチの中でも分かる表現がいくつかあった（工学部1年・吉川拳人）
・自分で演稿を作成することで、自分自身の作文能力および発音の癖を見つけることができた（匿名）
この他発音、声調、四声の習得・向上の意見多数


Ｂを選択した場合、その原因を以下の空欄にご記入ください。

	


２）コンテスト準備中に最も大変だったことは何ですか。具体的に以下の空欄にご記入ください。

	・暗記、暗唱（多数）
・文法ミスの有無／中国人と日本人の表現方法の差異（匿名）

・授業が忙しく練習時間が確保できなかった／授業との両立（匿名）
・二声の矯正（法学部2年・吉原啓太）
・発表文の作成。日本語を中国語に訳すと語数がとても少なくなってしまうのが辛かった（情報文化学部2年・大原知起）
・チューターと練習時間をあわせること（匿名）


３）語学能力以外に、このコンテストに参加して得たものは何ですか。具体的に以下の空欄にご記入ください。

	・外国人との会話力（匿名）
・チューターさんとのつながり／チューターから中国文化や食べ物について話を聞けたこと（文学部2年・矢沢有咲など）
・中国語学習者がこれだけいることを知ったこと。また南京大学の先生と知り合いになれたこと（匿名）。
・他の参加者の語学能力を見せつけられ、自分の更に努力して中国語を習得しようというモチベーションが得られた（工学部1年・吉川拳人）
・チャレンジ精神とともに頑張る仲間（法学部2年・吉原啓太）
・自己表現の方法（法学部1年・佐藤遥）
・もっと中国について学びたいと思うようになった（匿名）

・たくさん練習して準備をすれば、自信をもって本番に臨めるということが理解できた（農学2年・武内敏子）
・チューターとの交流の中で中国に関する知識が得られた（情報文化学部1年・別府将吾）
・課題文で「南京」を選んだので、南京について少ししることができた（教育学部修士2年・藤田舜）
・大勢の前で自分の意見を発表するプレゼン能力、聴衆を楽しせるためのエンタテイメント能力（情報文化学部2年・大原知起）




４）このようなコンテストがあったら、また参加したいと思いますか。

Ａ．はい（12）　　Ｂ．いいえ（1）　Ｃ．わからない（6）未回答2名
感想文
	・今回のコンテストの参加を通じて、より中国を身近に感じるようになった。これからも中国語学習をがんばりたい（法学部1年・佐藤遥）
・日頃の学習の成果を大勢の人の前で発表できるのは学習意欲を高める良い刺激になる。今後もこのようなコンテストを継続してほしい（教育発達研究科修士2年・藤田舜）
・コンテストを通じて南京大学や中国語教員の方々を知り合うことができて大変有意義だった。中国は私にとって大好きな国であり、移住したい思えるほどなので、今後も中国と関わりを続けていきたい（匿名）
・文化体験旅行の参加人数を増やしてほしい（例：8日間を4日間に短縮して参加人数を増やす）（法学部2年・吉原啓太）
・中国語の学習を通じて、中国のニュースに関心を持つようになったり、親中感情が高まったように思う。また自己紹介文を作成する時に、自分の家族から祖父と中国人友人との文通について話をたくさん聞くことができた。新たな発見が多く、改めて祖父の懐の深さを知る機会になった（農学部2年・武仲敏子）
・南京は非常に落ち着いていて、学習するのにとても良い街だと思う。中上級コースに参加したが、自分は他の参加者より年上で、中国語能力も上だったので、かえって緊張してしまった。緊張のあまり予定では6分半だったスピーチが5分半で終わった。しかし笑いを取ろうと思ったところで笑いが取れ、無事にスピーチを完結することできて良かった（情報文化学部2年・大原知起）
・中国人を家族に持つ参加者は実力が上だった（匿名）



